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     上野幌・青葉地域小規模校検討委員会  

上野幌西小学校 跡活用部会ニュース 

上野幌・青葉地域小規模校検討委員会南側部会の閉会後、平成 30年３月より、上野幌西小学校跡活用検

討部会で学校の跡活用を検討しています。検討状況は跡活用部会ニュースを通じ、地域住民の皆様に随時

お知らせしてまいります。  
～このニュースはまちづくりセンターや児童会館、学校等でも配布しています～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

2020.１.23 発行 第６号（最終号） 

学校法人大藤学園主催「地域説明会」を開催しました。 

日  時：令和元年 12 月 14 日（土） 19：00～20：00 

場  所：上野幌中央福祉会館 １階ホール（厚別区上野幌 1 条２丁目 6－15） 

参 加 者：45 名 

専有ゾーン 認定こども園 新さっぽろ幼稚園・保育園 幼稚園舎の移設 

共有ゾーン 

教室 
学童保育、児童デイサービス、飲食スペース、カルチャー

スクール、地域とのつながり事業、子育て支援室など 

体育館 レバンガ北海道の練習場、一般開放 

グラウンド スポーツスクールの練習場、一般開放 

 

○施設名称 次世代型教育施設『カミニシヴィレッジ』 

 

  

○基本理念・基本方針 

地域に根差し、社会貢献を果たすことを基本理念とし、下記の３つの柱を基本方針とし

て事業を実施 

○事業内容・活用内容 

学校法人大藤学園と売買契約を締結しました！ 
令和２年 1 月 17 日付で『学校法人大藤学園』と売買契約を締結しました。 

今後、令和 3 年 4 月に予定しているグランドオープンに向けて、学校法人大

藤学園が準備・調整を進めていきます。 

●説明内容 

●概 要 

※災害時は避難場所として施設を開放 

※旧プール附属室は、スケートボードパークとしての活用を予定しているが、法的に建築

可能かどうか詳細な確認が必要 

※旧上野幌児童会館はテナントに貸出しを予定（テナントは未定） 

①学校は学校として残す・・・・学校は地域の財産として残して活用 

②地域の居場所づくり・・・・・多くの人が「居場所＝生きがい」を見つける施設 

③健康・健全な環境を軸に・・・スポーツ・健康をメインテーマとした施設 
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跡活用部会ニュースは、札幌市ホームページにも掲載しています。 

□教育委員会ホームページ 

http://www.city.sapporo.jp/kyoiku/top/tekisei/kentoutiiki.html 
□まちづくり政策局ホームページ

http://www.city.sapporo.jp/keikaku/kougai/sonota/sonotachiiki.html 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■ 御意見･御質問は、下記までお寄せください ■ 

■部会の開催に関すること＜小規模校検討委員会事務局＞■ 
札幌市教育委員会 生涯学習部 学校施設課（学校規模適正化担当） 
〒060-0002 札幌市中央区北２条西２丁目 ＳＴＶ北２条ビル 
ＴＥＬ 011-211-3836 /ＦＡＸ 011-211-3837 /Ｅ－mail gakkokibo@city.sapporo.jp 

■学校跡活用の検討に関すること■ 
札幌市まちづくり政策局 都市計画部 地域計画課（調整担当） 
〒060-8611 札幌市中央区北１条西２丁目 札幌市役所本庁舎５階 
ＴＥＬ 011-211-2545 /ＦＡＸ 011-218-5113 /Ｅ－mail toshikeikaku@city.sapporo.jp 

 

○今後のスケジュール 

令和 2 年 １月末（予定） 引渡し 

 2～4 月 実施設計 

 
5 月 工事着工 

12 月 幼稚園舎移設 

令和 3 年 4 月 グランドオープン 

 

○主な地域貢献・連携に関する事項 

・学校法人大藤学園、地域住民、有識者の三者か

らなる「カミニシヴィレッジ運営委員会（仮）」

を設立し、体育館などの利用料金や、運営する

中で生じた課題等を定期的に協議 

●質疑・意見等 

○旧小学校がどのように活用されるか不安だったが、事業者が大藤学園に決まり、ほっと

した。説明を聞いて具体的な活用イメージが頭に浮かんだ。ぜひ実現してほしい。 

○体育館の開放を今か今かと待ちわびている。運営委員会はいつごろ発足されるのか。 

【大藤学園回答】 

体育館は工事に影響のない期間も開放できないか考えていたところであり、設計士な

どに相談しながら今後検討します。運営委員会は令和２年 2～3 月頃に発足予定です。 

○今後、地域住民としても協力していきたいと考えているところ。新さっぽろ幼稚園・保

育園の幼稚園舎の跡地はどうするのか。 

【大藤学園回答】 

カミニシヴィレッジを運営してみて、必要な要素を吟味しながら検討していきたいと

考えています。もし地域の方から要望があれば、実現できるか検討します。 

跡活用部会ニュースは今回をもって最終号となります。これまで検討に参加いただいた委員

の皆さま、御意見をいただいた地域の皆さまには、心より御礼申し上げます。 

今後は大藤学園が主体となり、「カミニシヴィレッジ運営委員会（仮）」にて運営の方向性を

検討していきます。 

mailto:gakkokibo@city.sapporo.jp

